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第 3 章では、Al 添加の有無によって ODS 鋼中に存在する酸化物粒子の成分や構
造の異なる 2 種類の ODS 鋼に対し、1 MeV He イオンを高濃度（3500 appm）ま
で照射した後、透過型電子顕微鏡を用いた微細組織観察により損傷組織発達挙動を
調べた結果、いずれの ODS 鋼においても He イオン照射により高密度の微細な He
バブルが形成されるが、Al 無添加の ODS 鋼ではボイドスウェリングがより顕著に
抑制されることが明らかにされている。その原因として Al 無添加鋼では、Al 添加
鋼に比べ、より高い数密度でサイズの小さな酸化物粒子（yttrium-titania）が存在
するため、点欠陥や He 原子のシンク強度が大きくなるためと結論している。  




バブルでは、Orowan 型の転位運動障壁モデルにおける強度因子（α）は 0.1 と小さ
く、He バブルの照射硬化への寄与が転位ループなどの他の照射欠陥に比べ、顕著に
小さいことを明らかにした。  









る。また、詳細な組織観察により、照射後の ODS 鋼中に存在する He バブル 数 の
約 80%は酸化物粒子に接しており、酸化物粒子は He 原子の強力な捕獲サイトとな
り、He バブルの成長を抑制するため、ODS 鋼ではボイドスウェリングが抑制され
ると結論した。さらにナノインデンター（NI）法を用いてイオン照射後の硬度変化







ODS 鋼のヘリウム脆化割れ感受性を顕著に低下させると結論している。  
























まず、Al添加および無添加の 2種類の ODS鋼を用いて、700℃で Heイオンを 3500 
appmまで照射し、その損傷組織を詳細に観察した。その結果、いずれの ODS鋼におい
ても従来鋼に比べてボイドスウェリング量が非常に小さくなり、数密度の高い酸化物粒
子を含んだ Al 無添加材では、ボイドスウェリング量が Al 添加材の約 1/4 に抑えられる
ことを明らかにした。また、ODS鋼の He脆化割れ感受性を評価するため、種々の条件
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